
日 時：平成30年9月8日（土） 13:00 - 1 7 : 0 0
日 時：平成30年9月9日（日） 10:00 - 1 6 : 3 0
会 場：文部科学省（ 東 京 都 千 代 田 区 霞 が 関 3 - 2 - 2 ）
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　 　 　 在，国内に在留する外国人数及び日本語学習者数は増加しています。こうした背景の下，日本
　　　 語教育人材の需要は高まっており，平成３０年３月には「日本語教育人材の養成・研修の在り方
について（報告）」（以下，報告）が文化審議会国語分科会により取りまとめられました。これらを受け，
１日目には日本語教育に関連する外国人施策を各省庁から説明します。さらに，報告の教育内容を概
観するとともに，現職として活動する日本語教育人材の研修の普及や課題について議論します。
　２日目には，これから日本語教育分野で働くことを目指す人が，様々な日本語教育の分野で活躍し
ている先輩から直接話を聞く場を設けます。併せて，日本語教育において関心が高いテーマについて実
践報告を行い，現場での課題解決に向けた情報共有を行います。

現現
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参加費・事前申込み（※）は不要です。直接会場にお越しください。
※2日目「日本語教育人材のキャリアパス」（10:00～）は，
　1日目終了後会場にて優先予約を受け付けます。
　残席がある場合は，当日9:30からも予約を受け付けます。
※2日目の日本語教育テーマ別実践報告会は，事前申込みが必要となります。
　申込方法については，文化庁「日本語教育大会」のページを御確認ください。

主催　文化庁
お問合せ
〒100-8959　東京都千代田区霞が関3-2-2旧文部省庁舎5階　文化庁文化部国語課
電　話：03（5253）4111（内線2840）　FAX：03（6734）3818
メール：nihongo@mext.go.jp
ホームページ：http://www.bunka.go.jp/seisaku/kokugo_nihongo/kyoiku/taikai/

10月13日（土）,14日（日）に京都大会を開催します。
詳しくは文化庁「日本語教育大会」のページを御確認ください。
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13：00～13：10　　開会挨拶
13：10～14：15　　日本語教育に関連する外国人施策等について（関係省庁）
14：15～14：35　　文化審議会国語分科会日本語教育小委員会の審議状況の説明
14：35～14：50　　休憩
14：50～15：20　　空白地域における日本語教室設置とコーディネーターの役割
　　　　　　　　   ～佐賀県における日本語教室空白地域解消推進の取組から～
15：20～17：00　　パネルディスカッション
　　　　　　　　   現職日本語教師，「日本語教育人材の養成・研修の在り方について（報告）」でどう変わる？
　　　　　　　　   進行：伊東　祐郎（東京外国語大学・文化審議会国語分科会長  日本語教育小委員会  主査）
　　　　　　　　   報告：小林　ミナ（早稲田大学・公益社団法人日本語教育学会）
　　　　　　　　  　　   山本　弘子（カイ日本語スクール・一般財団法人日本語教育振興協会）
　　　　　　　　  　　   齋藤　ひろみ（東京学芸大学）
　　　　　　　　  　　   堀  永乃（一般社団法人グローバル人財サポート浜松）

※12:30～17:30　　「生活者としての外国人」のための日本語教育事業  実践報告パネル展  同時開催
　　　　　　　　     （地域日本語教育実践プログラム，地域日本語教育コーディネーター）

　　
10：00～12：00　　日本語教育人材のキャリアパス～現場で活躍する先輩に直接聞いてみよう！

12：00～13：00  　  文化庁日本語教育事業説明会
　　　　　　　　    ・日本語教育人材養成・研修カリキュラム等開発事業等について
　　　　　　　　    ・４２０時間以上の日本語教員養成・研修届出について

12：00～13：30　　IT・通信による日本語教育～ちょっとのぞいて触ってみよう！～

13：30～15：30　　日本語教育テーマ別実践報告会

　第１分科会　　　日本語教師・初任（留学生）研修における日本語教育の専門性とは
　　　　　　　　   ～「日本語教育人材の養成・研修の在り方について（報告）」から見るその資質・能力，教育内容～
　　　　　　　　   進行：佐々木　倫子（桜美林大学 名誉教授）
　　　　　　　　   報告：小島　美智子（長沼スクール東京日本語学校）
　　　　　　　　　　　 新山　忠和（千駄ヶ谷日本語学校）
　　　　　　　　　　　 西村　学（文化外国語専門学校）

　第２分科会　　　日本語教育実習は，何を「実習」させ，どのような能力を伸ばすのか
　　　　　　　　   ～大学，日本語学校，生活者の現場の視点から～
　　　　　　　　   進行：金子　篤志（イノベーション・デザイン＆テクノロジーズ株式会社） 
　　　　　　　　   報告：横溝　紳一郎（西南女学院大学） 
　　　　　　　　　　　 沼田　宏（インターカルト日本語学校 日本語教員養成研究所）
　　　　　　　　　　　 矢崎　理恵（社会福祉法人さぽうとにじゅういち）

　第３分科会　　　日本語教育は地域連携によるプログラム・デザインにどう挑んだか
　　　　　　　　  ～日本語教育と地域との連携から考察する～
　　　　　　　　  進行：神吉　宇一（武蔵野大学大学院，文化審議会国語分科会日本語教育小委員会  委員）
　　　　　　　　  報告：幸松　英恵（東京外国語大学）
　　　　　　　　　　　 中村　雅子（カイ日本語スクール）
　　　　　　　　　　　 有田　玲子（ひらがなネット株式会社）
15:30～15:45　休憩
15:45～16:30　日本語教育テーマ別実践報告会報告・総括
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